
中心市街地エリア別ワークショップ「倉吉の未来を語らいや！」 

（倉吉駅周辺エリア編） 
 

【日 時】平成 27年 9月 13日（日）14時～16時 

【場 所】エキパル倉吉多目的ホール 

【参加者】8名（上井商工連盟、短大生、事業者、市民） 

【内 容】 

 ワークシートに記載のテーマ１～４に関する意見を参加者から発表していただいた。 
 詳細は下記のとおり。（文中の「エリア」とは倉吉駅周辺をいいます） 
【主な意見】 

 テーマ１：エリア活性化のあるべき姿 

 ・遊べる場所がたくさんある。（ラウンド１、カフェ等） 
 ・学割がある店がたくさんある 
 ・学生をターゲットにしたお店、事業がある 
 ・もっと学校が増える。学園都市、学生街（学校・若者との共存） 
 ・若者の起業、ビジネスチャンスがあるまち→高齢化の中の若者の中心地 
・駅北を住宅街としてもっと整備していく 
・短大の大平山周辺に県立美術館を。（緑の美術館） 

 ・徒歩圏内で買い物を完結（満足）できるようなまち 
 ・人が活き活きとするまち 
 ・店舗、企業の利益が出て、元気、余裕がある。→次の世代に事業継承する 
 テーマ２：エリアにおける現状と課題 

 ・短大生、看護大生の生活実態を市や事業所が知らない 
 ・駅周辺の駐車場が少ない 
 ・南北のアクセスが悪い 
 ・交通弱者対策 
 ・駅前に物販の店が少ない 
 ・買い物ができるエリアに 
 ・踏切から駅までの道が狭すぎる 
 ・イベントについて市民が知らない 
 テーマ３：エリアの活性化に向けての必要な事業の掘り起しや基本計画掲載事業の磨き上げ 

 ※現時点で倉吉駅周辺での活性化の動きがあれば発表するよう尋ねるも発言なし 
 テーマ４：エリア活性化に向けて必要な事項（自由意見あり） 

・駅南北のアクセス改善（早急に） 
・バスの本数増加 
・市内の事業所が短大生、看護大生に関わること→倉吉に来て良かったなと思える取組 

 ・ＪＲの電化、複線化 
 ・買い物し易いようにアーケードを 
 ・企業が儲かるような取組。事業継承の積極的な推進。 
 ・短大生、看護大生の生の意見を出し合う場が必要→次回以降の会で 
 ・イベント等やっていることを市民にＰＲする 
 ・観光客等に地元の良いもの、イベントを市民に伝えてもらえるような取組み 
 ・情報発信の方法改善 
 ・ファーマーズマーケットは期待している。是非実現してほしい。 
 ・空き店舗対策、テナントリーシング等、商工連盟としても関わりたい 


